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「エディブルフラワーの栽培」場所：㈱脇坂園芸（阿賀野市境新209）／木村正晃氏撮影

この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 25 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

×

※FM事業とは「阿賀野川え～とこだプロジェクト」のこと。詳細はＰ．８参照。

利再来
り さい くる

期間  7月26日（木）～8月21日（火）
時間  毎日・10時～と14時～の2回

※月曜日は休館日です。

参加  各回先着20名
※受付は開始30分前から

ふれあい館にて！ 
参加無料！

夏休みこども工作

※

2018年工作
カレンダー

工作に参加
してスタンプ
を集めよう！

けい品が
もらえるよ！

都合により一部を変更または中止する場合がございま

すので、あらかじめご了承ください。また、危険防止のた

め、未就学児は保護者と一緒の参加をお願いします。

アクセス増加中！

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？

上記各イベントの詳細は、上記お問合せ先までご連絡いただくか、ふれあい館のホームページをご覧ください！

水環境保全パネル展

ツイッターはじめました！ @freai9
ふれあい館の情報をつぶやきますので、
もしよろしければフォローしてください♪

住所  新潟市北区前新田字新々囲乙364-7
　（福島潟のほとり、「ビュー福島潟」の隣です）
TEL 025-387-1450／FAX 025-387-1451
メール  fureai@abeam.ocn.ne.jp
ホームページURL  http://www.fureaikan.net/

お
問
合
せ

県立環境と人間のふれあい館
- 新潟水俣病資料館 -

@fureai9

～みんなで水の大切さを考えてみよう～

生活に身近な下水道と浄化槽のしくみを通じて、
水環境保全の取り組みを紹介します。

展示期間 ● 平成30年7月5日（木）～22日（日）
その他 ● 入場料無料、観覧自由 ※月曜休館（祝日の場合は翌日）
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新しい「阿賀の宝もん」を地方創生や次世代へ生かすために

ここにあるすべてを、
かけがえのない
「宝もん」へ。
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今号表紙の写真「食用花の栽培」
　阿賀野市の良質な風土で長年花き栽培を営
んできた㈱脇坂園芸さんが、数年前に６次産業
化を成功させた「エディブルフラワー（食用花）」
の栽培風景を撮影した一枚。その取組の詳細に
ついては、本文P.4～5をお読みください。

　第25号はいかがでしたでしょうか？ 
　今号の「阿賀野川え～とこだより」では毎年恒例の特集の
ほか、前号から始まった新コーナー「阿賀の宝もん★発掘レ
ポート」の第２弾をお届けしました！ 特に今年度からは、阿賀
野川流域で奮闘し様々な成果を上げてこられた人物や団体
を取材し、皆さんにお伝えしようと考えています。
　10月発行予定の次号もご期待ください！
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流域再生・光と影の
宝ものがたり

阿賀野川エコミュージアムを目指す
流域再生フォーラム（第７回） 

～食・歴史・公害・次世代へ～

次世代 新潟水俣病の現地学習の現在

●昔の写真が現在とつながった。産業の発展と環境破壊はセットで終わらない問題。（北区・50代）
●各団体の現地学習の実態を比較する説明は初めて聞いたが分かりやすくて良い。（北区・60代）
●昭和の川魚は貴重な蛋白源だった。今食べると、昔の懐かしい味が思い出された。（北区・80代）
●とても面白く、当時の情景が目に浮かびました。お二人の掛け合いも楽しかった。（江南区・40代）
●水俣病はニュースで見ていた程度で、とても勉強になりました。継続を願う。（秋葉区・60代）

　流域再生を多面的に理解する「食・歴史・公害・次世代」の４つ
をテーマに、流域再生の具体的な取組を紹介しました。
　今回、FM事業では初めてふれあい館を会場として開催し、当
日は大勢の流域住民の方 か々らご参加いただきました。

日時：平成30年3月25日（日）
場所：環境と人間のふれあい館

当日 
70名参加

当日の開催内容

１． 新潟水俣病のあらましを振り返る
２． 新潟水俣病の現地学習の現在
３． 新潟を旅立ったイザベラ・バード

４． 流域の川魚試食
５． ふれあい館の常
　   設展示案内

公 害

新潟を旅立ったイザベラ・バード歴 史 ～その行路をたどって、北区を再発見！

流域食 オプション
プログラム ふれあい館常設展示案内

貴重な写真でたどる 新潟水俣病のあらまし

　新潟水俣病が表面化
してから現在に至るまで
の経緯は複雑ですが、平
成29年度に制作したパネ
ル作品を中心に、当時の
写真をたどりながら分かり
やすく解説しました。

　講師を務めた佐々木暢さん
は、小・中学校における新潟水
俣病学習をテーマとした修士
論文を執筆しました。その成果
を踏まえて、現在の公害学習
の現況や今後の方向性につい
て発表していただきました。発表 佐々木暢さん

筑波大学大学院卒
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　阿賀野川をくだり新潟町に滞在後、新潟市東区・北区を横
断したイザベラ・バードについて、北宝隊代表の本間修一氏
などが当時の貴重な写真や史料をもとに、バードの行程を追
体験しながら東区・北区の歴史や魅力について講義しました。

講師

本間修一氏
北宝隊代表

「写真集 水と土と農民」（亀田郷土地改良区）

阿賀野川や福島潟の川魚などを試食
　当日は福島潟で
捕れた寒鮒と、松浜
内水面漁協が阿賀
野川下流で獲ったヤ
ツメウナギなどを味
わいました。

▲当日参加された多くの方 が々館内案内を体験されました。

※2～3ページに掲載された写真は、昔の写真を除き、すべて山口冬人氏（JPS公益社団法人日本写真家協会会員）が撮影したものです。

みつる


